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第2章 前期基
本計画
第2節
（３）
①〜③

P27
10〜27⾏⽬

現在審議が⾏われている第6期⻑沼町総合振興計画では、基本施策2(4)「環境教育・環境学習の推
進」において「遊⽔地周辺⼀帯を⾃然観察・環境学習拠点として利活⽤することを通じ、環境教
育の促進及び地域振興を図ります。」と記述されています。遊⽔地での環境学習はタンチョウも
住めるまちづくりの⼀環として⾏われていることから、タンチョウも住めるまちづくりとの連携
を盛り込むこと提案いたします。

今後、計画実施の中で具体策として参考にさせていただきま
す。

なし

第３期⻑沼町⽣涯学習推進計画(案)に対するパブリックコメント実施結果

1
P27
20⾏⽬

現⾏の第五次環境基本計画では、重点戦略を⽀える環境政策として、「気候変動対策」
「循環型社会の形成」「⽣物多様性の確保・⾃然共⽣」「環境リスクの管理」他が挙げら
れています。
国際的な環境問題へのアプローチを鑑みても、1992年の国連環境開発会議（地球サミッ
ト）では気候変動枠組条約および⽣物多様性条約が採択され、これらは双⼦の条約ともい
われます。前者が現在のパリ協定へ、後者が現在の愛知⽬標およびCOP15における次期⽬
標へとつながっています。
現⾏の⽣物多様性国家戦略2012-2020では、第4章第3節の「地⽅⾃治体の役割」の項にお
いて、「地域の⼦どもたちに対する学校教育を通じて、いのちのつながりやその⼤切さを
伝え、地域の⽣物とふれあう教育を進めていくことは、地域と⾃分との結びつきについて
の理解を促し、将来の⽣物多様性の保全と持続可能な利⽤を担う貴重な⼈材を育成するこ
とにほかなりません。」と記述されています。
以上のことより、⽣涯学習推進計画上、環境に関する学習活動の推進を謳うのであれば、
「気候変動」「ごみ」のみの記載では不⼗分であり、「⽣物多様性」の記述が必要である
と考えます。
なお、「気候変動」「ごみ」「⽣物多様性」は平成19年に閣議決定された「21世紀環境⽴
国戦略」において「持続可能な社会」を⽬指すために統合的に進めるものとして整理され
た「低炭素社会」「循環型社会」「⾃然共⽣社会」にそれぞれ相当しています。このうち
「低炭素社会」については、現在「脱炭素社会」へと議論が進められているところです。
また、この3社会の統合的アプローチにより⽬指す社会の姿は、第五次環境基本計画にお
いて「地域循環共⽣圏」として整理されており、⻑沼町もその実践地域登録制度の登録団
体となっています。

「環境に関する学習活動の推進」として、「気候変動」「ご
み」のみについて記載しているわけではなく、⾝近なもので
わかりやすく、総合的に記載しているものです。「⽣物多様
性」といった専⾨性のある学習については、計画実施の中で
関係機関と連携しながら推進してまいります。

なし

第2章 前期
基本計画

第2節（３）
③
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3
第3章 学校
教育推進計画

P38
22〜24⾏⽬

社会性の発達には同年代だけでなく、多様な年代の⼈との関係を持つことも重要と考えま
す。これらの課題に対する施策には、⼩・中学校および⾼等学校の連携・学年間の交流を
育む授業の展開を盛り込むことを提案いたします。
また、⾼等学校における教育を町の計画内に位置付けることは、郷⼟愛を育み、地元への
定着・関係づくりを図る上でも重要と考えます。⾼等学校における教育内容は本計画の対
象ではないかもしれませんが、⾼等学校の地域における役割・機能、地域連携、学年間の
交流などを盛り込むことを提案いたします。

計画の実⾏に伴う事だと考えますので、本計画で具体策は記
載しませんが、計画実施の中で⾼等学校と連携を図ってまい
ります。

なし

4
第3章 学校
教育推進計画

P39
35〜37⾏⽬

意⾒No.1を踏まえ、本⾴においても、「地球温暖化やエネルギー問題など」という記述
は、「気候変動、資源循環、⽣物多様性など」という記述とすることを提案いたします。

No.1と同じく、「地球温暖化やエネルギー問題など」は、
「環境教育の充実」として、⾝近なものでわかりやすく総合
的に記載しているものです。「気候変動、資源循環、⽣物多
様性など」についても、計画実施の中で、関係機関と連携し
ながら推進してまいります。

なし

5
第3章 学校
教育推進計画

P39
親の所得によらず、学びたい者に幅広い⾼等教育の機会を与えるため、給付型の奨学⾦を
設けてほしい。⼦育て⽀援は⼦どもが⾃⽴する（就職する)までの⽀援と考えて、発達段
階に応じた⽀援が必要だと思う。

ご意⾒として参考とさせていただきます。
なし

6
第3章 学校
教育推進計画

P39
町外の⾼校〜⼤学に通う者に交通費の⼀部を助成する制度を作ってほしい。（住みやすい
ことで評価の⾼い隣町の北広島市は⾼校⽣に対して交通費の助成を⾏っている。南空知内
での⽐較ばかり⾏わないで、よりよい施策を取り⼊れてほしい。）

ご意⾒として参考とさせていただきます。
なし

7
第3章 学校
教育推進計画

P39

予算がないからできないとの回答をよく聞くが、これからを担う若者の教育はとても⼤切
な分野なので、豊⽣⼤学の予算を削ってでも⼦どもの教育に⼒を⼊れてほしい。

町では⽣涯各期の学習機会の充実を推進しております。
豊⽣⼤学については⾼齢期の学習機会として多くの⽅が参加
されており、ニーズの⾼い重要な事業と考えております。
ご意⾒も参考とし、今後とも最⼩の経費でも最⼤の効果が得
られるよう更なる事業の⼯夫を図ります。

なし

8
第4章 社会
教育推進計画 P45

mama講座、⼟曜⽇の学習⽀援活動・放課後⼦ども教室などはとてもよい取り組みだと思
うので、今後も継続してほしい。

ご意⾒ありがとうございます。今後とも更なる事業推進を図
ります。 なし

9
第4章 社会
教育推進計画 P50

郷⼟の唄として、廃校になった5つの⼩学校の校歌を⼦ども達が歌い続けていく取り組み
をしてもらいたい。それぞれの地域の歴史や⾵⼟を知るきっかけになると思う。

ご意⾒として参考とさせていただきます。
なし
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10 全体

Wordがなくても、パブコメを出せるようにPDFの提出様式を掲載して、⼿書きで提出で
きるようにするとか、メールの本⽂に内容を書いてもよいことにするなど、住⺠の⽴場に
⽴って複数の⽅法を考えてほしい。
（個⼈でWordを使っている⼈は多くないと思います）

パブリックコメントについては、電⼦メールのほか、ＦＡＸ
や郵送等でも提出は可能とし実施いたしております。
ご指摘いただきましたとおり、今回町ホームページでの啓発
では⾄らない点もあり、次回以降は改善し、そのまま編集可
能なWordファイルのほか、多くのメディアで閲覧可能なPDF
ファイルをホームページに掲載するなど、更なる⼯夫を取り
⼊れてまいります。

なし

11 全体
⼩学⽣の⾼学年、中学⽣、⾼校⽣等を対象にしたわかりやすいパブコメを⾏ったらどう
か。（総合学習などと連携して⾏うのもよいと思います。）

ご意⾒として参考とさせていただきます。
なし

12 全体

広報誌にパブコメの予定を掲載してほしい。 今回のパブリックコメントの実施については、広報無線、町
ホームページで町⺠皆様へ啓発させていただいております。
広報紙への掲載については、当計画の素案を策定している同
計画策定委員会の進捗度合や、広報掲載記事の締切り時期が
タイムリーである必要などと条件が困難でありますが、ご意
⾒として今後の参考とさせていただきます。

なし

13 全体
パブコメの結果を保健福祉課の「⻑沼町⾼齢者保健福祉計画パブリックコメントの結果に
ついて」のように公開してほしい。

当計画のパブリックコメントの結果については、当初より公
開を前提に進めております。 なし

14 全体

正直申し上げると、私はこのアンケートを送られてきたのを⾒たかな？程度の認識でし
た。何度かこのような書類を頂いていますが、応募期間が短く、他のことを優先している
と、どうしても提出するのを失念してしまいます。あるいは、書いても出すのを忘れてし
まったり…
解決策として、もっと⼿軽に提出できると良いのですが。先頃配布された「体罰アンケー
ト」のように、紙だけでなく、スマホでパパっと提出ができたら、サクっと送ることがで
きるので、それが嬉しいです（郵送料もかかりませんし）。

アンケートについては、昨年1⽉に広報誌（令和2年1⽉号）
へアンケート⽤紙を織り込み配布し、郵送等で回収いたしま
した。調査時期は1ケ⽉程度の期間を設けましたが、町⺠の
皆さまが余裕を持って回答できるよう改善に努めてまいりま
す。また、提出⽅法につきましても、幅広い世代の⽅が回答
しやすいよう、電⼦メールやインターネット等の提出も検討
していまいります。

なし

15 全体

⽣涯学習を町主体で⾏っている⾃治体がどの程度いるのか分かりませんが、⻑沼町は熱⼼
な⽅だと他市町村の友⼈が話していました。
特に⼦供たちの⽀援学習（放課後⼦ども教室や休⽇イベントなど）はうちの町にはない、
うらやましいと話していました。そういう良いことをやっているのに、あまり評価されて
いないのは残念な気持ちがします。

ご意⾒ありがとうございます。今後も更なる事業推進を図る
とともに、広報誌や町HPなどで活動の周知に努めてまいりま
す。 なし
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16 全体

町職員主体ではなく、町⺠の組織委員会のようなものがあると良いのでは。国でいうとこ
ろの第三者機関のようなものですね。もっと⾃主的に町のためにやりたい⼈たちを有償ボ
ランティアで募集して、運営を任せてみてはいかがでしょう。⽼若男⼥広く⼊って、意⾒
を交わせれば⾯⽩いことができるようになるかもしれません。地域活性化にもつながるの
ではないでしょうか。

教育委員会では「⽣涯学習⾃主企画事業」として、町の団
体・グループが⾃主的に企画・運営する事業に対し、予算の
範囲内において交付⾦を交付し、町⺠の皆さまの⾃主的な⽣
涯学習活動を推進しています。町⺠の皆さまがより主体的に
活動できるよう、ご意⾒として今後の参考とさせていただき
ます。

なし
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